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ニ
コ
ラ
・
フ
ラ
メ
ル
薯
一

有
　
田
　
忠
　
郎
　
訳

　
『
象
形
寓
意
図
の
書
・

　
　
　
　
　
賢
者
の
術
概
要
』

　
「
ヘ
ル
メ
ス
叢
書
」
第
一
巻
。
本
書
に
は
一
四
・

五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
人
錬
金
術
師
ニ
コ
ラ
・
フ
ラ

メ
ル
の
著
作
中
『
象
形
寓
意
図
の
書
』
卜
鵯
輯
ミ
、
恥

職
象
、
鷺
ミ
塁
ミ
驚
。
偽
⑤
特
浮
図
Q
§
恥
、
　
『
藩
老
の
術

概
要
』
⑦
ミ
ミ
ミ
帖
誌
§
N
、
ミ
五
心
ミ
N
象
愚
ミ
餐
偽
、

『
望
み
の
望
み
』
卜
恥
b
“
鴇
喚
織
“
笥
隷
　
の
三
編
が

翻
訳
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
　
『
象

形
寓
意
図
の
書
証
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
と
い

う
の
は
、
す
で
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
お
り
、
錬
金
術
に
お
け
る
象
徴
的
な
図
像
は
、

そ
の
も
う
一
つ
の
語
法
で
あ
り
、
錬
金
術
そ
の
も

の
が
巨
大
な
語
彙
の
体
系
で
あ
る
以
上
、
ブ
ラ
メ

ル
が
「
た
ま
た
ま
入
手
」
し
た
書
物
中
に
見
た
と

し
、
ま
た
彼
自
身
、
パ
リ
の
イ
ノ
サ
ン
墓
地
の
納

骨
堂
に
素
描
彩
色
さ
せ
た
寓
意
図
の
解
説
は
、
と

り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
賢
老
の
術
概
要
』
は
図
を
と
も
な
わ
な
い
が
、

内
容
に
お
い
て
前
者
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
　
『
望

み
の
望
み
』
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
以
来
の
錬

金
術
書
の
抜
き
書
・
註
解
め
い
て
い
る
。

　
『
象
形
寓
意
図
の
書
』
は
、
一
六
＝
一
年
ア
ル

ノ
ー
に
よ
っ
て
仏
訳
陰
欝
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
れ

を
底
本
と
し
た
ド
ノ
エ
ル
社
版
（
一
九
七
〇
）
か
ら

の
翻
訳
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
原
本
が
現
存

し
な
い
た
め
に
偽
書
説
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
ユ
ジ

ェ
ー
ヌ
・
カ
ン
ス
リ
エ
は
、
本
書
巻
頭
に
付
さ
れ

た
「
ニ
コ
ラ
・
フ
ラ
メ
ル
　
そ
の
史
的
研
究
」
で
、

ピ
エ
ー
ル
・
ボ
レ
ル
の
『
目
録
』
中
に
ラ
テ
ン
語

書
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
他
の
仏
訳
が
存
在

す
る
こ
と
を
根
拠
に
偽
書
説
を
し
り
ぞ
け
て
い
る
。

少
く
と
も
、
フ
ラ
メ
ル
が
納
骨
堂
の
列
柱
の
ア
ー

チ
部
に
描
か
せ
た
彩
色
図
が
一
八
世
紀
ま
で
存
在

し
た
こ
と
は
確
か
で
、
偽
書
説
を
つ
と
に
主
張
し

た
ヴ
ィ
ラ
ソ
も
そ
れ
を
観
察
し
た
。

　
そ
の
図
は
、
本
書
九
二
・
三
頁
に
み
ひ
ら
き
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に

分
け
ら
れ
、
中
央
に
は
三
角
形
の
か
こ
み
中
に
、

地
球
儀
を
抱
く
キ
リ
ス
ト
、
そ
の
頭
上
に
三
体
の

天
使
、
両
側
に
聖
パ
ウ
ロ
と
聖
ペ
ト
ロ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
も
と
に
膝
ま
ず
く
男
女
、
さ
ら
に
そ
の
両
側

に
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
の
下
部
に
は
五
つ

の
寓
意
的
な
図
が
一
線
に
置
か
れ
、
さ
ら
に
下
方

に
は
、
中
央
に
ヘ
ロ
デ
に
よ
る
幼
児
殺
識
の
図
、

両
側
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
　
「
ニ
コ
ラ
・
フ
ラ
メ
ル

と
そ
の
妻
ペ
レ
ネ
ル
」
　
「
い
か
に
し
て
幼
児
達
が

ヘ
ロ
デ
王
の
命
令
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
か
」
の

文
宇
が
あ
る
。
左
下
隅
に
は
、
炉
を
様
式
化
し
た

か
こ
み
の
中
に
、
イ
ン
ク
つ
ぼ
を
持
つ
手
が
描
か

れ
て
い
る
。
因
み
に
、
本
文
中
で
用
い
ら
れ
る
右
・

左
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
般
に
図
を
見
て
思
う
（
す

な
わ
ち
む
か
っ
て
）
右
・
左
と
は
す
べ
て
逆
に
な

っ
て
い
る
。
意
図
的
な
逆
称
か
、
そ
れ
と
も
図
像

学
上
の
約
束
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
図
の
上
部
に
は
、
七
つ
の
正
方
形
の
区
画
中
に
、

寓
意
的
な
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
か
ら

W
ま
で
の
番
号
の
付
せ
ら
れ
た
図
は
、
フ
ラ
メ
ル

に
よ
れ
ば
、
彼
が
入
手
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
ア
ブ
ラ
ハ

ム
の
著
す
と
こ
ろ
の
書
物
の
、
七
葉
め
ご
と
及
び

第
四
・
五
葉
に
描
か
れ
た
図
の
転
写
で
あ
る
と
い

う
。
そ
れ
ら
は
た
と
え
ば
、
山
頂
に
咲
く
花
と
、

そ
の
ま
わ
り
を
烈
風
を
衝
い
て
飛
ぶ
龍
と
グ
リ
フ

ォ
ン
の
図
で
あ
っ
た
り
、
互
い
に
相
手
を
呑
み
こ

も
う
と
す
る
二
匹
の
蛇
の
図
で
あ
っ
た
り
す
る
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
な
る
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
金
属
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変
成
の
最
初
の
「
動
因
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
文
の
前
半
は
、
フ
ラ
メ
ル
が
書
物
を
入
手
し

て
か
ら
、
二
一
年
後
に
ユ
ダ
ヤ
人
学
者
に
蓬
隠
し

て
こ
の
図
の
謎
解
き
を
得
、
　
「
金
属
純
化
」
に
成

功
す
る
ま
で
の
経
緯
を
記
し
て
お
り
、
後
半
は
図

の
中
央
部
・
下
部
の
ヘ
ル
メ
ス
学
的
な
読
み
方
の

解
説
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
フ

ラ
メ
ル
が
「
図
を
見
る
者
の
能
力
と
知
識
に
従
っ

て
、
二
つ
の
事
柄
を
表
現
」
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
「
最
後
の
審
判

と
イ
エ
ス
の
再
臨
の
日
に
行
な
わ
れ
る
」
　
「
来
た

る
べ
き
不
可
避
の
復
活
の
秘
儀
」
で
あ
り
、
第
二

は
「
自
然
哲
学
に
通
じ
た
ひ
と
び
と
」
へ
の
、
錬

金
術
の
「
実
験
操
作
一
切
」
の
教
示
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
表
現
の
ア
ン
ビ
ギ
ュ
イ
テ
ィ
は
錬
金
術

に
つ
き
も
の
で
、
フ
ラ
メ
ル
も
折
に
ふ
れ
二
重
の

意
味
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
フ
ラ
メ
ル
は
、
錬
金
術
特
有
の
、
　
一
つ
の

こ
と
ば
が
多
く
を
意
味
し
、
多
く
の
こ
と
ば
が
一

つ
を
意
味
す
る
国
法
を
利
用
し
た
、
語
り
な
が
ら

焦
す
と
い
う
鯖
晦
的
な
伝
統
か
ら
は
ま
ぬ
が
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
僑
．
望
み
の
望
み
』
で
は
、
フ

ラ
メ
ル
は
、
コ
つ
の
方
途
」
「
一
つ
の
作
業
法
」

「
た
だ
一
連
の
色
彩
の
出
現
」
そ
し
て
「
真
の
名

前
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

本
書
が
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
も
比

較
的
読
み
易
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
中
央
部
・
下
部
の
図
は
、
番
号
を
お
っ
て
読
む

な
ら
ば
、
最
初
に
用
い
ら
れ
る
「
容
器
」
と
「
原

質
」
、
　
そ
し
て
腐
敗
に
始
ま
っ
て
熟
成
に
い
た
る

ま
で
の
、
レ
ト
ル
ト
中
で
の
金
属
の
変
成
過
程
を

示
す
一
種
の
地
図
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

克
明
に
記
さ
れ
る
図
の
細
部
の
彩
色
は
、
実
際
の

レ
ト
ル
ト
中
で
の
、
あ
る
い
は
象
徴
的
な
色
彩
の

変
化
と
対
応
し
て
い
る
。
一
般
に
錬
金
術
で
は
、

「
黒
」
「
白
」
「
赤
」
が
、
過
程
を
示
す
も
の
と
し

て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
用
い
ら
れ
る
が
、
フ
ラ
メ
ル

は
は
る
か
に
念
入
り
に
色
彩
の
変
化
を
語
る
。
た

と
え
ば
最
終
段
階
を
示
す
第
八
の
寓
意
図
（
翼
を

も
つ
獅
子
と
そ
の
足
を
つ
か
む
男
が
描
か
れ
て
い

る
）
に
彼
は
、
陪
紫
色
、
緋
色
、
赤
燈
色
、
真
紅

な
ど
の
色
を
点
じ
て
い
る
。

　
と
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
西
洋
の
こ
う
し
た
秘
教

的
な
思
考
と
蓑
現
に
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
無
知
で

あ
り
、
全
く
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
を
知
る
た
め
の

み
に
も
面
罵
は
読
ま
れ
る
価
値
を
有
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
巻
末
の
訳
者
解
説
は
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の

フ
ラ
メ
ル
伝
説
を
検
討
し
て
お
り
た
い
へ
ん
に
示

唆
的
で
あ
る
。

　
（
四
六
判
　
二
五
六
頁
　
一
九
七
七
年
七
月
　
白
水
社

　
「
ヘ
ル
メ
ス
描
鍛
書
」
－
　
二
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
川
島
昭
夫
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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会
　
告

　
昭
和
五
十
二
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
学
通
り
十
一
月
二
日
（
水
）
午
後
一

時
よ
り
京
都
大
学
楽
友
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
公
開
講
演
は
狩
野
久
、
佐
藤
長
両
氏
に
よ

り
、
つ
ぎ
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に
終
り

ま
し
た
。

　
木
簡
研
究
の
諸
問
題
　
　
狩
野
　
　
久
氏

　
古
代
チ
ベ
ッ
ト
の
軍
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
長
氏

　
な
お
、
大
会
、
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ

た
秋
季
定
例
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、

役
員
交
代
の
件
が
議
せ
ら
れ
、
州
勝
義
雄
氏
が

監
事
に
、
網
野
善
彦
・
、
井
上
秀
雄
・
柴
田
三
千

雄
各
氏
が
評
議
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会


